








3 歳児検尿のアンケートによる全国調査を行った。①昭和 36 年より開始されて以来,現在

では 90.2%の自治体で実施されていた。②システムは各自治体で様々であった。③1次検尿

での陽性率は 2.73%,3 次検尿では 0.11%であった。④1次検尿陽性者では蛋白尿の頻度が最

も多く,3 次検尿では無症候性血尿が最も多かった。蛋白尿のみが 1次検尿時にすべての保

健所で実施されていた。⑤腎超音波診断はまったく行われていなかった。⑥1 次では随時

尿,2 次では早朝尿が多かった。また,蛋白の陽性率が早朝尿で有意に高かった。以上より,

スクリーニングのシステム作りと効率的な運用が望まれた。特に腎尿路奇形に対する腎超

音波診断の導入が検討されるべきであろう。 


